
予算要求資料
平成３１年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　89,681千円（前年度予算額：82,349千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	82,349
	14,250
	0
	3,744
	0
	0
	105
	0
	64,250

	要求額
	89,681
	0
	0
	2,112
	0
	0
	10
	0
	87,559

	決定額
	72,399
	20,061
	0
	2,057
	0
	0
	10
	0
	50,271


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示、所蔵品による企画展、国内外の作品による多彩なテーマの企画展、等を開催するための経費を措置する。
（２）事業内容

ア　所蔵品展示費　展示室１にて
1 リニューアルオープン所蔵品特別展１ 平成31年11月3日(日)～12月23日(月・祝)

2 リニューアルオープン所蔵品特別展２ 平成32年1月4日(土)～3月22日(日)

イ　企画展開催費　展示室3にて
1 リニューアルオープン特別展「美術と教育」（仮称）
平成31年11月3日(日)～平成32年1月5日(日)　45日間

ウ　「アートまるケット2019」開催費

1 リニューアルオープン　インリーチ展（仮称）展示室2

平成31年11月3日(日)～平成32年2月16日(日)　81日間

2 「アートまるケット２０１９」開催費

平成31年4月～平成32年2月まで　県内のアート活動のリサーチ
平成32年3月3日(火)～平成32年3月22日(日)　展示室2にて展示
（翌年度4月～5月に継続展示）

3 アート・コミュニケーター活動発足事業

平成31年4月～10月まで　発足のための告知と準備

平成31年11月3日　スタート式　
エ　企画展準備費

1 　平成32年度企画展準備費。

2 　開館40周年記念展にむけての調査と作品修復。

オ　リニューアルオープンフェスティヴァルの開催
1 　11月3日リニューアルオープンフェスティヴァルの開催

　カ　Webサイトリニューアル事業

1 　Webサイト内の所蔵品検索システムのリニューアルと充実
　キ　美術品保存修復事業

1 　収蔵美術品の保全のため修復等を実施
（３）県負担・補助率の考え方

県民が等しく文化芸術に関わる機会を創出するものであり、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	5,618
	監視員賃金、共済費、関連事業講師報償費

	旅費
	5,794
	打ち合わせ旅費、研修旅費、講師旅費

	需用費
	16,944
	展示用消耗品費、会議費、印刷製本費、光熱水費

	役務費
	3,174
	通信運搬費、保険料

	委託料
	53,586
	作品輸送展示作業、パネル等ディスプレイ作成、修復作業　他

	その他
	4,565
	著作権使用料、展示室用備品購入費

	合計
	89,681
	


	　決定額の考え方　

Webサイトリニューアル事業については、ニーズ及び効果が不明なため、計上を見送ります。
美術品保存修復事業については、美術館資料収集管理費にて計上することとします。
また、財源については、国庫支出金を活用することとします。


４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
県有施設の主催事業に要する経費を措置するものであり、県の関与が妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県民が文化芸術に親しむ機会を充実させる。
優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、新しい文化の担い手を育成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	展覧会は内容や開催規模、時期によって動員数に大きな差があり、年度ごとに開催本数や期間も異なるため、年間の業務全体を比較して達成度を図るような基準数値は存在しない。


（前年度の取組）

	・所蔵品展示「ルドン・コレクション」「志野三昧」「坂倉新平」「杉山半次郎コレクション」「明治150年展」他　　
・企画展の開催

「曝涼展」(4/10～5/20)、「岐阜県美術館所蔵名品展」(7/10～8/26)
・県内教育機関との連携企画の開催　「IAMAS ARTIST FILE #6」(9/8～11/3)

・アートまるケットin 養老公園プロジェクト(10/13～11/25)


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　様々な現代の諸相に焦点をあてた独自の企画展4本と関連ワークショップを活発に行ったことで、広く県民の関心を集めることができた。県内教育機関、福祉施設等とも幅広く連携し、様々な新機軸の展示を行った。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	美術館は県民のニーズに答えて美術品を展示し鑑賞の場を提供するところである。郷土ゆかりの美術家から国内外の著名な作家まで様々な視点から展覧会を行い、広く県民の要望に答えている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	多くの来館者を得ており、美術館所蔵品の鑑賞の要望も高い。新たな事業も展開しており、館内外で行われる関連ワークショップや展示等についても参加者が多く、好評を得ている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	通常年間4本の企画展と8回の展示替による所蔵品展示を行う。常に新しい視点での展示紹介を心掛けるとともに、所蔵品の活用や、新聞社や企業の協力協賛を得て内容、広報共に充実させる努力を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
美術館の事業は展示室にとどまらず、館外での活動も増えている。県内の施設等との連携事業も増え、携わるスタッフの数が常に足りない状況である。また、企画費等が高騰しており、大規模企画展を行うためには予算の充実が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

上半期の休館中には、県内外の施設と連携しながら展示、鑑賞活動を館外で広く展開する。下半期には、館外活動の館内での報告や、所蔵品を新たな視点で展示し、リニューアルオープンした美術館の魅力を十二分に県民にアピールする。



